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１．はじめに 

今回の地域課題解決の対象地域として球磨村を

選んだ主な理由は、令和 2 年の災害で最も甚大な被

害を受けたことです。また、被災前においても人口減

少に歯止めがかからず、球磨村の消失の危機が迫っ

ていると感じたことから、早急に対応できるような取り

組みを検討したいと考えました。 

 

２．現状分析/調査内容 

①現状分析 

球磨村の人口は減少傾向にある。図 1のグラフ

は、災害が起こる前と起こった後の人口予測です。

2020 年は、災害により人口が 34.1%減となりまし

た。これから同じような災害が起こると仮定すれ

ば、2040 年には年少人口がいなくなってしまう恐

れがあります。 

どちらにせよ、球磨村の人口減少は止まらず、

このままでは球磨村の消失の危機が迫っていま

す。このような急速な人口減少の原因として、地

域の目指す姿とそのギャップが大きすぎること

が考えられます。球磨村は、人口・労働・災害の

すべての面からみてかなり不利な状況にありま

す。 

球磨村への移住の現況として移住してからの

仕事が少ないことでの生活不安や、住宅不足、紹

介する空き家 が山間部の不便な地域に点在して

いる等の課題があり、興味があっても中々移住ま

でに至らないといった状況となっています。 

 

 

図１）球磨村の今後の人口予測(災害前、災害後) 

 

３．課題に対する解決策と具体的な政策アイデア 

 

 現状分析より、今の状況ですぐに新たな住民が球

磨村に越してくるのは厳しいと考えます。 しかし、将

来的に移住を促すための接点づくりはすぐに行うこと

ができると考えます。そこで、この課題に対する解決

策として、球磨村への流入人口を増やし、村との関

わりを持つ人々を増やすことを目標とします。 

  

 具体的な案としては、ふるさと納税を活用したツア

ーを提案します。球磨村は高齢化の影響や、農業の

衰退によって第 3 次産業に就業する人々が増えてい

ます。しかし、コロナウイルスや水害によって第 3 次

産業は大打撃を受けました。この提案は、ただの観

光ではなく、目的を持った観光です。ターゲットは、受
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験生と、子育てを終えた家族層です。 

 

 受験生については、球磨村の一勝地が、受験の聖

地となっていることから、勉強合宿場として活用でき

ないかと考えたためです。ふるさと納税を利用するこ

とで、利用者に対しては学生の気分転換や、合宿代

が浮くことのメリットがあります。球磨村への効果とし

ては、宿泊施設等による球磨村の雇用維持や、ふる

さと納税収入による復興や発展です。 

家族層については、田舎暮らしのトライアルという

形のツアーパックを提案します。田舎へ移住したいと

考えている人へのトライアルとしてこのツアーに参加

してもらうことで実際に居住した時のイメージをつか

むことができ、魅力を感じることができると考えます。

また、球磨村は光ファイバー網が設置済みなのでツ

アー中の仕事や、ワーケーションとしても利用可能で

す。このことにより、球磨村と人々との接点づくりを行

うことができ、球磨村の人口増加が見込めると考え

ます。 

 

４．まとめ・今後の展望など 

 今後の展望としては、3 つの部門に分けました。 

ふるさと納税については、周知をどうしていくかという

ことや、離村者にもふるさと納税をツアーのみならず

普通の返礼品としても利用してもらうことで今後の球

磨村の持続と発展に寄与してもらうということです。 

 観光業については、家族層へ向けた提案の田舎

暮らしのトライアルについて整備をどう進めて

いくかということです。また、同様のツアーを繰

り返すことで人々の定着を図っていく必要があ

ります。 

 最後に、今後の球磨村について観光業における

球磨村の定着を図っていく中で、地域住民との交

流の機会をより増やすことも重要です。また、さ

らなる高齢化社会に向けた環境整備を整えてい

くことで、高齢者が幸福感をもって生活すること

のできる球磨村をつくっていくことができます。 

 

今回、提案したふるさと納税を利用したツアーパ

ックは、受験生へ向けた集中合宿や家族層へ向け

た田舎暮らしの体験である「目的を持った来村」

という名の観光が、今後の球磨村の復興の第一歩

になると考えます。このことによって、今回掲げ

た地域の目指す姿である球磨村への流入人口を

増やし、球磨村との関りを持つ人々を増やすこと

で、球磨村の持続に寄与するという目標達成に近

づくのではないかと考えます。 
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